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は
じ
め
に  

〜
後
藤
新
平
の
敷
い
た
レ
ー
ル
〜

「
自
分
は
、
後
藤
新
平
の
敷
い
て
く
れ
た
レ
ー
ル
の
上
を
歩
い
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
」。

あ
る
時
、
八は

っ
た
よ
い
ち

田
與
一
技
師
は
、
長
男
・
八
田
晃て

る
お夫

氏
に
そ
う
呟つ

ぶ
や

い
た
ら
し
い
。
そ
の
話
を
、
晃
夫
氏
に
聞
い
た
の
は
、
八

田
技
師
の
墓
前
祭
が
催
さ
れ
て
い
た
台
南
市
の
烏う

さ
ん
と
う

山
頭
ダ
ム
の
畔
、
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
木
陰
で
の
立
ち
話
だ
っ
た
。
晃
夫
氏
は
、

二
〇
〇
六
年
の
墓
前
祭
に
参
列
し
て
二
週
間
ほ
ど
後
、
五
月
二
〇
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
。
晃
夫
氏
か
ら
頂
い
た
著
書
『
後
藤

新
平
略
史
』
が
手
元
に
残
る
。

今
年
は
、
八
田
與
一
技
師
没
後
八
〇
年
。
例
年
な
ら
ば
技
師
の
命
日
に
あ
た
る
五
月
八
日
に
は
日
本
か
ら
も
多
く
の
人
が

烏
山
頭
水
庫
ほ
と
り
の
八
田
技
師
銅
像
前
で
開
催
さ
れ
る
献
花
式
に
訪
れ
る
の
だ
が
、
コ
ロ
ナ
渦
の
影
響
で
台
湾
と
日
本
そ

れ
ぞ
れ
で
の
供
養
と
な
っ
た
。
八
田
技
師
の
生
地
で
あ
る
金
沢
市
で
は
、
金
沢
ふ
る
さ
と
偉
人
館
で
慰
霊
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

式
典
に
は
八
田
與
一
技
師
の
令
孫
で
、
八
田
晃
夫
氏
令
息
の
八
田
修
一
氏
も
参
列
さ
れ
た
。

同
館
二
階
の
常
設
展
示
場
に
は
、
金
沢
ゆ
か
り
の
「
近
代
日
本
を
支
え
た
偉
人
た
ち
」
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
功

績
を
残
し
た
偉
人
た
ち
の
資
料
を
展
示
し
て
顕
彰
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
八
田
與
一
も
い
る
。
土
木
技
術
者
が
偉
人
と
し

て
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
稀
有
な
例
だ
ろ
う
。

だ
が
、
日
本
統
治
時
代
の
台
湾
に
お
い
て
、
そ
の
近
代
化
へ
向
け
た
基
盤
づ
く
り
に
貢
献
し
て
際
立
っ
た
成
果
を
上
げ
た

の
は
八
田
與
一
に
限
ら
な
い
。
本
書
で
は
、
八
田
與
一
を
足
が
か
り
に
し
な
が
ら
、
台
湾
の
大
地
を
拓
い
た
パ
イ
オ
ニ
ア
た

ち
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
。



5

はじめに　～後藤新平の敷いたレール～
 

さ
て
、
八
田
與
一
が
呟
い
た
後
藤
新
平
の
敷
い
た
レ
ー
ル
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。

当
時
の
台
湾
は
、
そ
れ
ま
で
領
有
し
て
い
た
清
国
か
ら
、
長
ら
く
文
化
の
及
ば
な
い
「
毛け

が
い外

の
地
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
に

未
開
と
言
わ
れ
て
い
た
。
日
本
が
台
湾
統
治
後
、
初
期
の
紆
余
曲
折
を
経
て
台
湾
総
督
府
が
行
な
っ
た
こ
と
は
、
台
湾
全
島

の
地
理
、
地
形
、
地
勢
の
調
査
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
基
づ
い
た
都
市
計
画
に
よ
っ
て
道
路
、
鉄
道
、
港
湾
、
電
信
、
電
力
、

上
下
水
道
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
台
湾
近
代
化
の
基
礎
と
道
筋
づ
く
り
を
本
格
的
に
推
進
し
た
の
が
、
第
四
代

総
督
・
児
玉
源
太
郎
と
民
政
長
官
・
後
藤
新
平
で
あ
っ
た
。
特
に
、
後
藤
新
平
に
よ
る
台
湾
統
治
の
考
え
方
と
実
践
は
、
台

湾
の
近
代
的
な
基
盤
整
備
に
お
け
る
土
台
を
築
い
た
だ
け
で
な
く
、
後
に
続
い
た
若
き
技
術
者
た
ち
の
道
標
と
な
っ
た
。

後
藤
は
、
六
年
が
か
り
で
台
湾
全
島
の
土
地
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
土
地
調
査
で
後
藤
は
、
臨
時
台
湾
土
地
調
査
局
を
設

置
し
て
自
ら
局
長
を
兼
務
。
若
き
事
務
官
中
村
是よ

し
こ
と公

を
局
次
長
に
抜
擢
、
農
地
面
積
の
増
大
、
地
租
の
増
収
、
租
税
制
度
の

一
新
を
は
か
っ
た
。
農
産
物
輸
送
の
た
め
の
築
港
、
鉄
道
、
道
路
を
基
幹
と
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
産
業
発
展
の
た
め
の
輸

送
整
備
で
は
、
日
本
か
ら
第
一
線
の
人
材
を
抜
擢
し
た
。
基キ

ー
ル
ン隆

港
築
港
で
は
自
ら
築
港
局
長
と
な
り
、
川
上
浩
二
郎
を
技
師

長
と
し
て
抜
擢
、
台
湾
縦
貫
鉄
道
建
設
で
は
台
湾
鉄
道
部
を
新
設
し
て
自
ら
部
長
と
な
り
、
日
本
国
鉄
か
ら
技
師
長
と
し
て

長
谷
川
謹
介
技
師
を
招
い
た
。
台
湾
を
南
北
に
縦
貫
す
る
路
線
（
基
隆
・
高
雄
間
）
は
、
明
治
四
一
年
ま
で
に
全
線
完
成
さ

せ
た
。
ま
た
、
製
糖
産
業
で
は
、
新
渡
戸
稲
造
を
招
い
て
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
品
種
改
良
と
耕
作
方
法
の
改
善
を
お
こ
な
わ
せ
、

後
藤
は
製
糖
工
場
の
近
代
化
を
は
か
っ
て
大
規
模
化
を
進
め
、
製
糖
を
台
湾
の
中
心
産
業
に
発
展
さ
せ
た
。

広
大
な
不
毛
の
大
地
に
水
を
引
い
て
、
地
元
民
衆
た
ち
か
ら
神
と
ま
で
崇あ

が

め
ら
れ
た
八
田
與
一
技
師
の
活
躍
は
、
台
湾
統

治
も
半
ば
に
近
づ
い
た
大
正
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。
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一
、
鉄
路
を
拓
く

台
湾
縦
貫
鉄
道
四
〇
五
キ
ロ
へ
の
道
の
り

明
治
二
八
年
六
月
、
台
湾
の
台
北
に
総
督
府
が
開
庁
す
る
。
赤
れ
ん

が
と
花
こ
う
岩
で
つ
く
ら
れ
た
官
庁
建
築
で
あ
る
（
写
真ｰ

１
）。
現
在

の
台
湾
総
統
府
前
の
片
道
三
車
線
、
幅
員
四
〇
ｍ
の
道
路
が
今
に
残
る

（
写
真ｰ

２
）。
当
初
、
台
湾
総
督
府
は
、
鉄
道
建
設
を
最
重
要
テ
ー
マ
と

位
置
づ
け
、
莫
大
な
費
用
と
最
高
の
人
材
を
投
入
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
鉄
道
建
設
は
、
風
土
病
に
よ
る
多
大
な
犠
牲
や
旧
線
の
補
修
、
あ
ら

ゆ
る
困
難
な
状
況
を
一
つ
ず
つ
克
服
し
な
が
ら
、
台
湾
鉄
道
の
新
た
な

基
点
を
築
く
と
い
う
き
わ
め
て
険
し
い
道
の
り
で
あ
っ
た
。 

初
代
総
督
の
樺
山
資
則
は
、
台
湾
統
治
の
「
百
年
の
大
計
」
と
し
て

「
南
北
縦
貫
鉄
道
建
設
」「
道
路
建
設
」「
基
隆
港
建
設
」
を
提
案
し
可
決

さ
れ
る
。
す
ぐ
に
台
湾
鉄
道
総
司
令
部
が
発
足
、
台
北
か
ら
基
隆
ま
で

の
鉄
道
実
地
調
査
の
た
め
逓
信
省
鉄
道
技
師
・
小
山
保や

す

政ま
さ

が
派
遣
さ
れ

る
。
そ
こ
に
は
、
清
朝
時
代
に
台
湾
省
の
初
代
巡
撫
（
地
方
官
）
だ
っ

写真－1　台湾総統府（旧台湾総督府）
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鉄路を拓く
台湾縦貫鉄道四〇五キロへの道のり 

た
劉り

ゅ
う
め
い
で
ん

銘
伝
が
指
揮
し
て
敷
設
し
た
路
線
が
残
っ
て
い
た
が
、
レ
ー
ル
が

抜
け
落
ち
て
い
る
箇
所
も
あ
り
、
一
輌
し
か
な
い
機
関
車
は
、
人
が
後

押
し
し
な
い
と
動
か
な
い
と
ま
で
言
わ
れ
た
実
用
性
の
な
い
代
物
だ
っ

た
。
実
際
、
当
時
の
主
な
交
通
手
段
は
歩
く
か
駕
籠
、
船
し
か
な
い
状

況
で
、そ
れ
は
日
本
の
明
治
時
代
以
前
と
同
様
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
だ
が
、

軍
事
物
資
輸
送
を
優
先
し
た
鉄
道
建
設
は
急
が
れ
て
い
た
。

臨
時
台
湾
鉄
道
隊
技
師
と
し
て
そ
の
修
復
を
命
じ
ら
れ
た
小
山
は
、

枕
木
か
ら
車
両
ま
で
鉄
道
建
設
資
材
を
日
本
か
ら
調
達
し
な
が
ら
台
北

駅
建
設
用
地
買
収
に
奔
走
し
た
。
し
か
し
、
未
開
の
亜
熱
帯
で
あ
る
。

マ
ラ
リ
ア
や
コ
レ
ラ
と
い
っ
た
風
土
病
、
気
候
不
順
が
工
事
従
事
者
た

ち
を
疲
弊
さ
せ
た
。
臨
時
鉄
道
隊
は
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
な
が
ら

も
基
隆
か
ら
新し

ん
ち
く竹

ま
で
改
修
し
て
い
っ
た
。

や
が
て
、
第
四
代
総
督
児
玉
源
太
郎
の
時
代
に
な
る
と
技
術
官
僚
政

治
を
確
立
し
て
、
鉄
道
国
営
政
策
を
策
定
、
台
湾
総
督
府
鉄
道
部
が
創

設
さ
れ
た
。
初
代
鉄
道
部
長
に
は
民
政
長
官
の
後
藤
新
平
が
兼
務
す
る
。
鉄
道
建
設
へ
の
並
々
な
ら
ぬ
意
気
込
み
が
う
か
が

え
る
。
そ
の
目
指
す
先
に
は
、基
隆
〜
高
雄
間
の
台
湾
縦
貫
鉄
道
四
〇
五
㎞
の
建
設
が
あ
っ
た
。
後
藤
は
、そ
の
大
プ
ロ
ジ
ェ

写真－2　台湾総督府前の、片道３車線、幅員40mの道路
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ク
ト
を
実
際
的
に
指
揮
す
る
初
代
技
師
長
に
四
五
歳
の
長
谷
川
謹き

ん
す
け介

を
抜
擢
す
る
。
日
本
鉄
道
界
の
ト
ッ
プ
エ
リ
ー
ト
だ
っ
た
。

鉄
道
部
は
、
総
務
、
工
務
、
汽
車
、
運
輸
、
経
理
の
五
課
か
ら
な
り
、
長
谷
川
が
工
務
、
汽
車
、
運
輸
を
兼
務
し
た
。
抱

え
た
技
師
の
中
に
は
小
山
保
政
の
名
も
あ
っ
た
。

長
谷
川
は
、
測
量
隊
を
各
地
に
派
遣
し
て
調
査
、
自
ら
も
実
地
に
赴
い
て
台
湾
の
将
来
を
見
据
え
た
ル
ー
ト
決
定
に
携
わ
り
、

基
隆
〜
新
竹
〜
台
中
〜
嘉か

義ぎ

〜
高
雄
と
い
う
四
区
間
を
同
時
に
進
め
て
い
っ
た
。
基
隆
〜
新
竹
間
以
外
は
新
路
線
と
し
た
。
険

し
い
山
岳
に
穿う

が

つ
複
数
の
ト
ン
ネ
ル
、
猛
烈
な
台
風
に
よ
る
河
川
の
増
水
、
そ
れ
ら
に
架
け
る
橋
梁
工
事
は
困
難
を
き
わ
め
た
。

長
谷
川
は
、
台
湾
縦
貫
鉄
道
建
設
に
あ
た
り
、
日
本
か
ら
呼
び
寄
せ
た
二
四
名
の
卓
越
し
た
技
術
者
集
団
を
抱
え
て
い
た
。
そ

の
中
で
注
目
す
べ
き
が
、
長
谷
川
を
筆
頭
に
小
山
保
紀
、
佐
藤
謙
之
輔
と
い
っ
た
工こ

う
ぎ
せ
い

技
生
養
成
所
出
身
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
で
あ
る
。

卓
越
し
た
鉄
道
技
術
者
た
ち

縦
貫
鉄
道
建
設
で
長
谷
川
が
選
抜
し
た
技
術
者
集
団
に
は
、
井
上
勝ま

さ
るが

創
設
し
た
工
技
生
養
成
所
や
東
京
帝
国
大
学
、
京

都
帝
国
大
学
出
身
者
の
ほ
か
、
民
間
の
工
業
学
校
出
身
の
優
秀
な
技
術
者
も
い
た
。
た
と
え
ば
、
近
代
化
を
達
成
す
る
た
め

の
職
工
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
技
師
と
職
工
の
中
間
の
技
術
者
養
成
の
た
め
明
治
二
〇
年
に
設
立
さ
れ
た
工
手
学
校
（
現

在
の
工
学
院
大
学
）
出
身
者
も
い
た
。「
工
手
」
と
は
同
校
創
立
者
の
渡
辺
洪こ

う
き基
に
よ
る
と
「
将
を
助
け
、
卒
を
導
く
下
士

官
」
の
こ
と
を
示
し
た
。
出
資
者
に
は
、
岩
崎
弥
太
郎
、
大
倉
喜
八
郎
、
高
島
嘉
右
衛
門
、
古
河
市
兵
衛
、
渋
沢
栄
一
ら
の

名
前
が
あ
る
。
同
校
出
身
の
飯い

い
だ田

豊と
よ

二じ

は
、
縦
貫
鉄
道
の
調
査
や
南
部
線
建
設
、
鉄
道
橋
の
設
計
・
建
設
に
手
腕
を
発
揮
し
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鉄路を拓く
卓越した鉄道技術者たち 

て
、
技
手
か
ら
技
師
に
昇
格
す
る
。
同
校
卒
の
進
藤
熊
之
助
も
、
台
南
〜
嘉
義
間
の
測
量
や
検
査
・
監
督
を
担
当
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
攻
玉
社
工
学
校
に
な
る
前
の
攻
玉
社
量
地
校
や
岩
手
尋
常
中
学
校
出
身
の
技
術
者
も
選
ば
れ
て
縦
貫
鉄
道
建
設
に

従
事
し
た
。

ま
た
、
阿
里
山
の
豊
か
な
森
林
か
ら
木
材
を
搬
出
す
る
こ
と
に
注
目
し
た
長
谷
川
は
、
そ
の
調
査
を
飯
田
豊
二
に
任
せ
、

運
搬
ル
ー
ト
の
見
通
し
が
見
え
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
飯
田
は
日
本
一
長
い
と
言
わ
れ
た
下
淡
水
渓
鉄
橋
工
事
完
成

を
目
前
に
マ
ラ
リ
ア
に
感
染
し
て
台
南
病
院
で
死
去
す
る
。
有
志
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
記
念
碑
に
は
「
庶
幾
不
朽
」
す
な
わ
ち
、

台
湾
鉄
道
に
尽
く
し
た
働
き
は
不
朽
で
あ
る
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
後
を
継
ぐ
形
で
、
阿あ

り
さ
ん

里
山
鉄
道
建
設
の

資
材
供
給
の
た
め
阿
里
山
森
林
の
調
査
報
告
を

長
谷
川
に
提
出
し
た
河か

わ
い
し
た
ろ
う

合

太
郎
の
存
在
も
見

逃
せ
な
い
。
東
京
帝
国
大
学
農
科
教
授
の
河
合

は
、
後
藤
新
平
の
招
き
で
台
湾
に
渡
り
、
阿
里

山
森
林
鉄
道
の
敷
設
に
林
学
博
士
の
立
場
か
ら

貢
献
し
た
。
阿
里
山
に
は
「
琴
山
河
合
博
士
旌

功
碑
」
が
建
っ
て
い
る
（
写
真ｰ

３
）。
琴
山
と

は
河
合
の
号
で
あ
る
。

写真－3　「阿里山開発の父」と呼ばれた河合博士の碑
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縦
貫
鉄
道
建
設
で
そ
の
技
能
を
認
め
ら
れ
た
進
藤
熊
之
助
も
ま
た
、
阿
里
山
森
林
鉄
道
の
測
量
と
建
設
に
携
わ
っ
て
い
る
。

阿
里
山
作
業
所
の
技
師
に
昇
格
し
た
進
藤
だ
が
、
阿
里
山
森
林
鉄
道
の
修
復
工
事
中
に
材
木
運
搬
車
が
脱
線
し
て
重
傷
を
負

い
、
嘉
義
病
院
に
て
息
を
引
き
取
る
。
嘉
義
公
園
に
建
て
ら
れ
た
殉
職
記
念
碑
は
、
当
時
の
阿
里
山
作
業
所
嘉
義
出
張
所
長

が
安
東
総
督
に
請
願
、
三
五
〇
人
の
有
志
が
寄
付
を
募
っ
た
も
の
で
、
碑
石
に
は
当
時
貴
重
な
御
影
石
が
使
わ
れ
て
い
る
。

阿
里
山
森
林
鉄
路
は
、
明
治
四
五
年
に
嘉
義
か
ら
阿
里
山
ま
で
八
五
㎞
が
全
線
開
通
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
一
一
年
の
大
地

震
や
脱
線
事
故
の
発
生
、
同
二
七
年
の
台
風
被
害
に
よ
り
、
全
区
間
復
旧
が
進
め
ら
れ
た
。
平
成
三
〇
年
年
七
月
か
ら
運
行

主
体
が
台
鉄
か
ら
林
務
局
に
戻
り
、
阿
里
山
林
業
鉄
路
と
文
化
資
産
管
理
処
が
担
当
し
て
い
る
。

そ
し
て
明
治
四
一
年
、
一
〇
年
余
り
の
歳
月
を
か
け
て
台
湾
縦
貫
鉄
道
四
〇
五
キ
ロ
全
線
は
開
通
し
た
。
台
湾
鉄
道
史
に

と
っ
て
新
し
い
ペ
ー
ジ
が
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。
全
線
開
通
式
委
員
長
に
は
、
鉄
道
部
長
と
な
っ
て
い
た
長
谷
川
が
任
命
さ

れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
台
湾
全
土
の
交
通
だ
け
で
な
く
、
経
済
や
文
化
を
は
じ
め
地
域
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
円
滑
化
し
て
い

く
基
盤
が
整
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
最
大
の
功
労
者
で
あ
る
長
谷
川
謹
介
が
「
台
湾
鉄
道
の
父
」
と
言
わ
れ
る
由
縁
は
こ
こ

に
あ
る
。
長
谷
川
の
基
本
理
念
は
「
一
メ
ー
ト
ル
で
も
先
へ
、一
日
で
も
早
く
、で
き
る
だ
け
収
入
を
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
と
い
う
。
そ
の
後
、
長
谷
川
は
鉄
道
院
副
総
裁
を
歴
任
し
て
生
涯
を
鉄
道
に
捧
げ
た
。
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水を治める
西郷菊次郎による宜蘭河の治水工事 

二
、
水
を
治
め
る

西さ
い
ご
う郷

菊き
く

次じ

ろ

う郎
に
よ
る
宜ぎ

蘭ら
ん

河
の
治
水
工
事

台
北
か
ら
高
速
道
路
で
約
三
〇
分
、
一
二
・
九
㎞
の
雪せ

つ
ざ
ん山

ト
ン
ネ
ル
を
抜

け
る
と
、
右
手
に
温
泉
地
と
し
て
有
名
な
礁し

ょ
う
け
い渓

、
左
手
に
は
米
ど
こ
ろ
で

あ
る
蘭
陽
平
野
、
そ
こ
は
す
で
に
宜
蘭
県
だ
。
宜
蘭
は
、
台
湾
東
北
部
の

蘭
陽
平
原
中
心
部
に
位
置
し
、
海
岸
沿
い
ま
で
山
地
が
迫
り
、
南
北
交
通

の
要
衝
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
比
較
的

雨
も
多
い
地
域
だ
。
宜
蘭
河
の
堤
防
は
西
郷
堤
防
（
写
真ｰ

４
）
と
呼
ば

れ
、
そ
の
端
に
「
西
郷
庁
憲
徳
政
碑
」
が
建
っ
て
い
る
（
写
真ｰ

５
）。
そ

こ
に
は
西
郷
菊
次
郎
に
よ
る
徳
政
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
明
治
三
八
年
、
地

域
有
志
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
西
郷
隆
盛
の
子
・
菊
次
郎

が
、
今
も
台
湾
の
宜
蘭
で
慕
わ
れ
て
い
る
。

台
湾
の
日
本
統
治
時
代
初
期
の
明
治
三
〇
年
、菊
次
郎
は
宜
蘭
庁
長
（
知

事
）
と
し
て
赴
任
し
た
。
当
時
の
台
湾
は
、
土ど

ひ匪
（
土
着
集
団
）
の
抵
抗

は
じ
め
政
情
が
不
安
定
で
宜
蘭
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
雨
期

写真－4　宜蘭川の氾濫から街を守った西郷堤防写真－5　宜蘭河堤防の上に建つ
西郷庁憲徳政碑
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に
な
る
と
宜
蘭
河
が
氾
濫
し
て
農
民
を
苦
し
め
て
い
た
。

菊
次
郎
は
、
民
衆
の
信
頼
を
得
る
第
一
歩
と
し
て
、
宜
蘭
河
の
治
水
を
地
域
住
民
に
説
き
続
け
た
。
地
域
を
水
害
か
ら
守

り
、
流
域
を
灌
漑
し
て
田
畑
を
潤
せ
ば
乱
れ
た
人
心
も
鎮し

ず

ま
り
、
暮
ら
し
も
豊
か
に
な
る
と
考
え
た
。
し
か
し
、
湿
地
帯
に

堤
防
を
築
く
の
は
難
工
事
で
あ
る
。
巨
額
の
費
用
も
か
か
る
。
菊
次
郎
は
、
そ
の
熱
情
で
総
督
府
を
動
か
し
、
事
業
が
着
工

し
た
の
は
明
治
三
三
年
四
月
。
延
べ
人
数
約
八
万
人
に
よ
る
工
事
は
、
モ
ッ
コ
や
天て

ん
び
ん秤

棒ぼ
う

で
土
や
石
を
運
ぶ
人
海
戦
術
が
頼

り
だ
っ
た
。

つ
え

を
つ
い
て
監
督
す
る
菊
次
郎
の
姿
に
人
々
は
心
打
た
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
菊
次
郎
は
、
父
・
隆
盛
と
従
軍
し

た
西
南
戦
争
で
右
足
を
失
っ
て
い
た
の
だ
。
お
よ
そ
一
年
半
で
竣
工
後
、
台
風
で
決
壊
し
な
い
か
と
真
夜
中
で
も
見
に
行
っ

た
と
い
う
菊
次
郎
の
逸
話
も
残
る
。

こ
の
河
川
工
事
で
洪
水
対
策
を
施
し
た
菊
次
郎
は
、
さ
ら
に
灌か

ん
が
い漑

に
よ
る
新
田
開
発
や
道
路
整
備
を
お
こ
な
っ
て
地
域
基

盤
を
整
え
て
い
く
。
そ
し
て
、
菊
次
郎
が
約
五
年
間
尽
く
し
た
後
も
工
事
は
大
正
一
五
年
ま
で
続
け
ら
れ
、
第
二
期
工
事
で

堤
防
の
総
延
長
は
三
、七
四
〇
ｍ
に
及
ん
だ
。

菊
次
郎
は
、
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
、
奄
美
大
島
の
龍
郷
村
（
現
・
龍
郷
町
）
で
西
郷
隆
盛
と
愛あ

い
か
な

加
那
の
間
に
生
ま
れ

た
。
菊
次
郎
は
、
鹿
児
島
、
東
京
で
勉
学
の
後
、
十
三
歳
に
な
る
と
、
北
海
道
開
拓
使
が
派
遣
す
る
留
学
生
の
一
人
と
し
て

米
国
へ
旅
立
つ
。
英
語
と
農
業
を
修
学
す
る
た
め
だ
っ
た
。
そ
の
監
督
と
し
て
大お

お
と
り鳥
圭け

い
す
け介
の
名
が
あ
る
。
後
の
工
部
大
学
校

校
長
、
日
本
の
殖
産
興
業
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
人
物
で
あ
る
。

そ
し
て
、
十
七
歳
の
時
、
菊
次
郎
は
西
南
の
役
に
従
軍
す
る
。
士
族
に
よ
る
最
大
の
内
乱
。
薩
摩
軍
を
指
揮
す
る
の
は
、
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水を治める
西郷菊次郎による宜蘭河の治水工事 

征
韓
論
に
敗
れ
、
政
治
の
表
舞
台
か
ら
鹿
児
島
に
下
野
し
て
い
た
カ
リ
ス
マ
的
リ
ー
ダ
ー
・
西
郷
隆
盛
だ
っ
た
。
米
国
か
ら

帰
っ
た
菊
次
郎
は
、
父
・
隆
盛
が
、
鹿
児
島
の
不
平
士
族
や
若
者
た
ち
の
た
め
に
設
立
し
た
吉
野
開
墾
社
で
農
業
や
勉
学
に

励
ん
で
い
た
。や
が
て
彼
ら
私
学
校
が
中
心
と
な
っ
た
大
勢
力
・
薩
軍
は
政
府
軍
と
壮
絶
な
激
戦
を
繰
り
広
げ
る
こ
と
と
な
る
。

菊
次
郎
も
前
線
の
一
兵
卒
と
し
て
父
と
共
に
政
府
軍
と
対
峙
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
政
府
の
最
新
火
器
の
前
に
じ
り
じ
り
と

後
退
、
菊
次
郎
は
熊
本
城
の
激
し
い
攻
防
の
さ
な
か
、
右
足
に
被
弾
、
膝
下
を
切
断
し
て
一
命
を
取
り
と
め
る
。

や
が
て
田
原
坂
の
激
闘
を
経
て
、
宮
崎
に
入
っ
た
隆
盛
は
全
軍
解
散
を
宣
言
、
菊
次
郎
た
ち
疾
病
者
に
は
官
軍
へ
下
る
よ

う
に
命
じ
る
。
そ
し
て
、
鹿
児
島
の
城
山
に
籠
も
っ
た
薩
軍
は
政
府
軍
の
総
攻
撃
に
遭
い
、
最
後
の
銃
声
が
止
む
。
父
・
隆

盛
は
自
害
。
父
と
共
に
戦
っ
た
十
七
歳
の
夏
は
壮
絶
に
終
わ
っ
た
。

菊
次
郎
は
、
米
国
に
二
回
渡
っ
て
い
る
。
一
回
目
は
一
三
歳
の
と
き
北
海
道
開
拓
使
の
派
遣
す
る
留
学
生
と
し
て
英
語
と

農
業
を
学
び
、
二
回
目
は
明
治
一
八
年
、
米
国
公
使
館
に
勤
め
た
。

外
務
省
に
勤
務
し
た
菊
次
郎
は
そ
の
後
、
明
治
二
八
年
に
台
湾
総
督
府
参
事
官
心
得
、
翌
年
に
台
北
県
支
庁
長
、
三
〇
年

に
宜
蘭
庁
長
を
務
め
て
三
五
年
に
退
任
す
る
。

そ
の
二
年
後
、
菊
次
郎
は
、
児
玉
源
太
郎
の
推
薦
で
京
都
市
長
に
就
任
す
る
と
、
田た

な
べ
さ
く
ろ
う

辺
朔
郎
が
完
成
さ
せ
た
土
木
の
金
字

塔
・
琵
琶
湖
疏
水
事
業
の
第
二
疏
水
の
建
設
と
、
そ
れ
を
水
源
と
し
た
上
水
道
建
設
、
幹
線
道
路
を
敷
い
て
電
気
軌
道
を
走

ら
せ
る
と
い
う
三
代
事
業
を
手
が
け
、
昭
和
三
年
、
波
乱
に
満
ち
た
六
八
年
の
生
涯
を
鹿
児
島
で
閉
じ
た
。

台
湾
南
部
の
水
利
事
業
で
知
ら
れ
る
八
田
與
一
よ
り
も
三
〇
年
前
、
土
木
技
術
者
で
も
な
い
西
郷
菊
次
郎
が
誰
よ
り
も
早
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く
台
湾
の
宜
蘭
河
で
治
水
事
業
を
行
い
、
そ
れ
ら
を
讃
え
る
記
念
碑
が
地

域
民
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
、
今
に
残
る
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
い
。
し
か

し
、
台
湾
総
督
と
な
る
児
玉
源
太
郎
、
民
政
長
官
の
後
藤
新
平
と
同
じ
よ

う
に
、
菊
次
郎
も
ま
た
独
自
の
思
想
か
ら
住
民
の
立
場
を
重
ん
じ
た
近
代

化
政
策
を
実
行
し
た
。

宜
蘭
河
堤
防
の
近
く
に
あ
る
宜
蘭
設
治
記
念
館
は
、
菊
次
郎
が
建
て
た

日
本
家
屋
で
、
歴
代
地
方
長
官
の
官
邸
で
あ
る
（
写
真ｰ

６
、７
）。
菊
次

郎
は
日
本
か
ら
一
流
の
大
工
や
庭
師
を
呼
ん
で
建
て
た
官
邸
に
、
部
下

や
地
方
名
士
を
時
々
お
茶
に
招
い
た
と
い
う
。
記
念
館
中
庭
に
立
つ
樹

齢
一
〇
〇
年
の
ク
ス
ノ
キ
保
存
を
契
機
に
建
物
が
復
元
・
整
備
さ
れ
た
。

元
々
、
宜
蘭
旧
城
の
南
門
地
区
に
所
在
す
る
そ
の
施
設
群
は
、
旧
農
学
校

校
長
宿
舎
や
旧
宜
蘭
監
獄
事
務
室
と
し
て
機
能
を
吹
き
込
ま
れ
、
新
た
な

歴
史
空
間
と
し
て
蘇
っ
て
い
る
。〝
日
台
の
絆
〞
を
示
す
貴
重
な
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

 

写真－7　日本情緒の漂う記念館内。
資料館として一般公開されている

写真－6　 宜蘭設治記念館（旧宜蘭庁長官公邸）
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港を拓く
川上浩二郎技師による基隆港の建設 

三
、
港
を
拓
く

川か
わ
か
み上

浩こ
う

二じ

ろ

う郎
技
師
に
よ
る
基キ

ー
ル
ン隆

港
の
建
設

港
は
、
人
や
物
を
円
滑
に
運
ぶ
最
初
の
入
り
口
で
あ
り
、
海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
で
あ
る
。
海
に
囲
ま
れ
た
台
湾
の

発
展
に
と
っ
て
港
湾
整
備
事
業
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
。
台
湾
縦
貫
鉄
道
建
設
の
資
材
運
搬
に
と
っ
て
も
基
隆
、
高

雄
の
港
を
早
急
に
近
代
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
第
四
代
総
督
・
児
玉
源
太
郎

は
そ
う
考
え
た
。
そ
し
て
、
基
隆
築
港
に
投
入
さ
れ
た
の
が
川
上
浩
二
郎
を

は
じ
め
と
す
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
献
身
的
な
活
躍

は
、
や
が
て
基
隆
港
、
高
雄
港
を
国
際
的
な
貿
易
港
へ
と
発
展
さ
せ
る
基
点

と
な
っ
た
（
写
真ｰ

８
）。

安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
の
天
津
条
約
で
開
港
し
た
安ア

ン
ピ
ン平

、
そ
の
二
年
後

の
北
京
条
約
で
淡
水
、
そ
の
後
、
基
隆
、
高
雄
と
い
っ
た
港
が
開
か
れ
た
も

の
の
、
そ
れ
ら
は
満
潮
時
で
も
一
、〇
〇
〇
ト
ン
以
下
の
小
舟
し
か
入
港
で
き

ず
、
干
潮
時
に
は
港
の
半
分
が
露
出
す
る
有
り
様
だ
っ
た
。
港
に
船
が
入
れ

な
い
。
沖
に
停
泊
し
た
汽
船
は
、
小
舟
で
人
や
荷
物
を
運
ぶ
し
か
な
か
っ
た
。

そ
う
し
た
状
況
は
、
ち
ょ
う
ど
日
本
が
明
治
の
近
代
化
を
成
し
遂
げ
る
前
の

写真－8　高雄公港に次いで台湾で2番目の貨物取扱量を誇る基隆港
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江
戸
時
代
に
似
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
陸
路
の
交
通
手
段
は
歩
く
か
駕か

ご籠
、
海
上
交
通
に
頼
っ
て
い
た
も
の
の
灯
台
も
な
い

真
っ
暗
な
港
は
外
国
船
か
ら
ダ
ー
ク
シ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
た
光
景
で
あ
る
。
日
本
は
、
そ
う
し
た
近
代
化
の
遅
れ
を
、
先
進

国
で
あ
っ
た
欧
米
の
技
術
者
た
ち
、「
御
雇
い
外
国
人
」
と
呼
ば
れ
た
多
く
の
人
た
ち
に
先
導
・
手
ほ
ど
き
し
て
も
ら
っ
て

港
や
灯
台
、
鉄
道
、
上
下
水
道
な
ど
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
基
盤
を
一
気
に
整
え
て
い
っ
た
。
そ
の
間
、
日
本
の
技
術
と
技
術
者

も
世
界
的
な
レ
ベ
ル
に
ま
で
高
ま
り
、
そ
う
し
た
蓄
積
の
な
か
か
ら
選
ば
れ
た
第
一
線
級
の
技
術
と
技
術
者
に
よ
っ
て
、
台

湾
の
近
代
化
は
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

だ
が
、
台
湾
の
地
形
や
気
候
、
風
土
は
日
本
と
似
て
非
な
る
も
の
だ
。
島
の
中
央
を
高
い
山
脈
が
南
北
に
連
な
り
、
そ
こ

を
水
源
と
す
る
河
川
は
一
気
に
海
へ
流
れ
、
大
雨
が
降
る
と
大
量
の
土
砂
と
と
も
に
洪
水
を
引
き
起
こ
す
。
西
海
岸
で
は
そ

れ
ら
が
沿
岸
や
港
を
埋
め
、
山
脈
の
両
端
が
海
岸
ま
で
迫
っ
て
い
る
東
部
で
は
、
東
海
岸
を
北
流
す
る
黒
潮
が
海
岸
を
洗
掘

し
て
断
崖
を
形
成
し
て
い
る
。

ま
た
、
台
湾
の
面
積
は
九
州
に
近
い
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
海
岸
線
は
九
州
の
三
分
の
一
程
度
の
距
離
し
か
な
く
、
天
然

の
良
港
は
少
な
い
。
そ
の
中
で
、
基
隆
港
は
日
本
と
の
定
期
航
路
を
有
す
る
北
の
門
戸
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
実
情
は
、

水
深
の
浅
い
港
内
に
入
れ
ず
、
サ
ン
バ
ン
と
呼
ば
れ
る
木
造
小
型
船
で
陸
地
ま
で
行
き
来
し
た
。
波
浪
の
高
い
と
き
は
貨
物

の
運
搬
も
困
難
で
、
難
破
す
る
船
も
多
か
っ
た
。

児
玉
総
督
は
、
基
隆
築
港
局
長
に
民
政
長
官
の
後
藤
新
平
を
兼
任
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
東
京
帝
大
土
木
工
学
科
を
卒
業
し

て
台
湾
総
督
府
に
赴
い
た
川
上
浩
二
郎
が
、
明
治
三
二
年
、
基
隆
築
港
第
一
期
工
事
に
た
ず
さ
わ
る
。
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港を拓く
川上浩二郎技師による基隆港の建設 

川
上
浩
二
郎
は
、
新
潟
県
古
志
郡
東
谷
村
に
生
ま
れ
、
東
京
帝
大
土
木
工
学
科
卒
業
後
、
台
湾
総
督
府
臨
時
工
事
部
技
師
、

台
湾
総
督
府
技
師
、
基
隆
出
張
所
所
長
を
歴
任
後
、
第
二
期
工
事
の
終
わ
る
明
治
四
五
年
、
基
隆
港
を
テ
ー
マ
に
書
い
た
論

文
で
工
学
博
士
の
学
位
を
受
け
て
い
る
。
大
学
で
は
川
上
の
先
輩
に
あ
た
る
高
橋
辰
次
郎
も
、
内
務
省
に
土
木
技
師
と
し
て

入
省
後
、
台
湾
総
督
府
に
勤
め
て
い
る
。
高
橋
は
、
明
治
四
五
年
か
ら
民
政
部
土
木
局
長
心
得
と
し
て
基
隆
港
、
高
雄
港
の

築
港
に
携
わ
り
、
台
湾
電
力
最
高
顧
問
に
就
い
て
い
る
。

基
隆
は
別
名
を
「
雨
港
」
と
い
う
。
雨
の
多
い
時
期
は
海
上
も
荒
れ
る
。
波
浪
か
ら
港
を
守
る
防
波
堤
工
事
と
港
内
の
水

深
を
整
え
る
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
工
事
は
、
明
治
三
五
年
ま
で
の
四
年
間
で
完
成
す
る
。
そ
の
間
際
、
川
上
は
、
明
治
三
四
年
か
ら
二
年
間
、

イ
ン
ド
と
欧
米
各
国
を
訪
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
第
二
期
工
事
は
、
明
治
三
九
年
か
ら
四
五
年
ま
で
の
七
年
間
、
岸
壁
七
〇
〇
ｍ
の
建
設
、
港
内
の
内
部
に
あ
っ

た
岩
礁
を
取
り
除
き
、
埠
頭
倉
庫
や
内
港
防
波
堤
、
岸
壁
の
起
重
機
な
ど
、
六
、〇
〇
〇
ト
ン
級
の
船
舶
が
停
留
で
き
る
港

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
た
。
川
上
は
、
臨
時
基
隆
築
港
局
技
師
か
ら
基
隆
出
張
所
所
長
と
し
て
築
港
工
事
に
専
念
す
る
。
さ
ら

に
、
基
隆
港
の
整
備
は
四
期
に
わ
た
っ
て
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
ま
で
続
け
ら
れ
、
大
型
造
船
所
、
倉
庫
か
ら
港
ま
で

の
線
路
な
ど
拡
張
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
川
上
の
下
で
基
隆
築
港
に
携
わ
っ
た
松
本
虎
太
は
、
第
三
期
お
よ
び
第
四
期
基
隆

築
港
工
事
の
所
長
と
し
て
港
の
大
規
模
拡
張
に
取
り
組
ん
で
成
果
を
残
し
た
。

昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
に
起
こ
っ
た
太
平
洋
戦
争
の
末
期
、
海
軍
基
地
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
基
隆
港
は
爆
撃
さ
れ

て
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
戦
後
、
基
隆
港
務
局
が
設
立
さ
れ
て
再
建
、
改
築
、
増
築
が
進
み
、
高
雄
港
と
並
ぶ
台
湾
の
二
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大
国
際
貿
易
港
と
し
て
飛
躍
を
続
け
て
い
る
。

日
本
統
治
時
代
、
台
湾
で
掘
り
出
し
た
石
炭
は
縦
貫
鉄
道
で
基
隆
ま
で
運
ば
れ
、
基
隆
港
か
ら
日
本
へ
運
ば
れ
た
。
日
本

の
敗
戦
後
、
引
き
揚
げ
船
も
こ
こ
か
ら
出
立
し
た
。
そ
の
後
、
目
覚
ま

し
い
発
展
を
と
げ
た
基
隆
港
に
は
、
世
界
各
地
か
ら
大
型
船
が
や
っ
て

く
る
。
岸
壁
の
す
ぐ
横
に
基
隆
駅
が
あ
り
、
そ
の
眼
前
に
客
船
タ
ー
ミ

ナ
ル
。
岸
壁
か
ら
市
内
を
眺
め
る
と‘KEELU

N
G
’

と
書
か
れ
た
看
板

が
ハ
リ
ウ
ッ
ド
風
に
見
え
る
（
写
真ｰ

９
）。
屋
台
に
魚
介
類
の
豊
富
な

基
隆
夜
市
も
、
港
町
独
特
の
風
情
が
楽
し
め
る
。

 四
、
上
下
水
道
を
整
え
る

台
湾
の
公
衆
衛
生
向
上
に
尽
く
し
た
英
国
人
技
師
バ
ル
ト
ン

「
都
市
計
画
の
根
本
は
上
下
水
道
の
改
良
に
あ
る
」。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
技
術
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
・ 

Ｋ
・
バ
ル
ト
ン
の
信
条

だ
。
台
湾
総
督
府
顧
問
技
師
と
な
っ
た
バ
ル
ト
ン
の
こ
と
を
、
内
務
省

衛
生
局
長
だ
っ
た
長
与
専
斎
は
「
英
国
の
工
学
士
に
し
て
、
衛
生
工
事

写真－9　基隆港岸壁から見える「KEELUNG」の看板
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上下水道を整える
台湾の公衆衛生向上に尽くした英国人技師バルトン 

に
は
熟
練
の
人
な
り
」
と
評
価
し
た
。
労
を
惜
し
ま
ず
全
力
投
球
の
人
で
あ
っ
た
。
中
島
鋭
治
と
並
ぶ
日
本
上
下
水
道
の
パ

イ
オ
ニ
ア
は
、
台
湾
上
下
水
道
の
先
達
で
も
あ
る
。

安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
バ
ル
ト
ン
は
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
の
作
者
コ
ナ
ン
・

ド
イ
ル
と
幼
馴
染
だ
。
明
治
二
〇
年
に
来
日
し
た
バ
ル
ト
ン
は
、
帝
国
大
学
工
科
大
学
土
木
工
学
科
に
新
設
さ
れ
た
衛
生
工

学
講
座
の
初
代
専
任
教
授
に
抜
擢
さ
れ
る
。
内
務
省
衛
生
局
工
師
を
兼
任
し
た
。
明
治
政
府
が
バ
ル
ト
ン
に
頼
っ
た
一
番
の

こ
と
は
、
当
時
、
死
者
が
一
〇
万
人
を
超
え
る
ほ
ど
流
行
っ
て
い
た
コ
レ
ラ
の
撲
滅
で
あ
っ
た
。

コ
レ
ラ
が
国
家
を
滅
ぼ
す
。
危
機
に
直
面
し
た
明
治
政
府
は
、
上
下
水
道
こ
そ
悪
疫
を
撲
滅
し
て
く
れ
る
切
り
札
だ
と
し

て
、
そ
の
先
進
地
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
専
門
的
な
水
道
技
術
者
を
招
聘
し
た
。
そ
れ
が
、
バ
ル
ト
ン
だ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
も
下
水
道
導
入
の
き
っ
か
け
は
コ
レ
ラ
だ
っ
た
の
だ
。

バ
ル
ト
ン
は
、
都
市
計
画
の
根
本
は
上
下
水
道
の
改
良
に
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
上
水
道
で
は
水
源
の
汚
染
に
妥
協
を

許
さ
ず
、
下
水
道
で
は
汚
水
管
に
し
尿
は
流
さ
ず
、
雑
排
水
の
み
流
す
分
流
式
と
し
た
。
水
道
専
用
ダ
ム
と
し
て
指
導
し
た

布ぬ
の
び
き引

五ご
ほ
ん本

松ま
つ

ダ
ム
は
日
本
最
古
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
あ
り
、
神
戸
の
水
源
と
し
て
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
も
耐
え
た
。

東
京
の
上
下
水
道
設
計
の
後
は
、
地
方
の
二
三
都
市
で
衛
生
状
況
調
査
を
行
い
、
計
画
、
設
計
、
指
導
し
た
。
そ
う
し
た
功

績
を
残
し
て
在
日
九
年
、
よ
う
や
く
明
治
政
府
と
の
契
約
期
間
も
終
え
て
イ
ギ
リ
ス
へ
帰
国
し
よ
う
と
し
た
矢
先
、
台
湾
総
督

府
民
政
長
官
と
な
っ
た
後
藤
か
ら
、
風
土
病
の
蔓
延
す
る
台
湾
で
衛
生
問
題
の
解
決
を
頼
ま
れ
た
。
バ
ル
ト
ン
は
帰
英
を
延
ば
し
、

台
湾
へ
と
駆
け
つ
け
る
。「
自
己
の
天
職
を
尽
く
し
、全
う
す
る
」
こ
と
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
心
意
気
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
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当
時
、
台
北
、
古
都
・
台
南
も
し
か
り
、
街
の
排
水
溝
は
汚
水
が
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
不
衛
生
だ
っ
た
。
多
く
の
民
衆
は
飲
み

水
も
雨
水
か
河
川
に
頼
る
こ
と
か
ら
、
と
う
ぜ
ん
マ
ラ
リ
ア
や
ペ
ス
ト
と
い
っ
た
伝
染
病
が
ま
ん
延
し
て
い
た
。
上
下
水
道

の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
り
、
バ
ル
ト
ン
は
ま
ず
、
辺へ

ん
ぴ鄙

な
山
野
で
の
水
源
・
水
質
調
査
を
は
じ
め
た
が
熱
帯
密
林
の
歩
行
さ

え
困
難
を
き
わ
め
た
。
川
の
上
流
に
あ
る
水
源
林
を
確
保
し
て
、
汚
水
が
生
態
系
な
ど
を
乱
さ
な
い
よ
う
に
苦
心
惨
憺
し
た

様
子
が
想
像
で
き
る
。
同
行
し
て
き
た
帝
国
大
学
工
科
大
学
で
の
教
え
子
・
浜は

ま
の野

弥や
し
ろ
う

四
郎
が
師
を
助
け
、
淡
水
や
基
隆
、
台

北
の
水
道
建
設
に
奔
走
し
た
。
し
か
し
、
台
湾
に
渡
っ
て
三
年
目
の
明
治
三
二
年
、
バ
ル
ト
ン
は
伝
染
病
に
罹
っ
て
倒
れ
る
。

東
京
に
帰
っ
て
治
療
す
る
も
故
郷
の
ロ
ン
ド
ン
に
帰
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
四
三
歳
の
生
涯
だ
っ
た
。

師
・
バ
ル
ト
ン
の
遺
志
を
継
い
だ
浜
野
弥
四
郎
の
水
道
建
設

バ
ル
ト
ン
の
計
画
と
実
践
は
弟
子
の
浜
野
が
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
り
、
浜
野
は
師
の
偉
業
を
二
三
年
か
け
て
達
成
す
る
。

そ
の
後
、
台
湾
に
お
け
る
大
小
一
三
三
ヵ
所
の
上
下
水
道
が
整
い
、
台
北
は
東
京
よ
り
も
早
く
完
成
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と

に
よ
っ
て
、
台
湾
の
衛
生
環
境
は
大
き
く
改
善
さ
れ
、
近
代
的
な
都
市
基
盤
づ
く
り
に
貢
献
し
た
。

帝
国
大
学
工
科
大
学
土
木
工
学
科
を
卒
業
し
た
浜
野
は
、
同
大
学
の
専
任
教
授
バ
ル
ト
ン
が
台
湾
総
督
府
顧
問
技
師
と
し

て
渡
台
す
る
に
伴
い
、
助
手
と
し
て
同
行
す
る
。
台
湾
が
日
本
領
と
な
っ
た
翌
年
、
明
治
二
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。

浜
野
は
、
バ
ル
ト
ン
が
夭
折
し
て
か
ら
も
、
淡
水
か
ら
基
隆
、
台
北
、
台
中
、
台
南
を
は
じ
め
主
要
都
市
の
上
下
水
道
を

建
設
し
て
い
く
。
特
に
、
浜
野
が
計
画
・
設
計
・
施
工
し
た
台
南
水
道
は
、
当
時
の
最
新
技
術
で
あ
る
急
速
濾ろ

か過
法
を
採
り
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上下水道を整える
師・バルトンの遺志を継いだ浜野弥四郎の水道建設 

入
れ
た
大
規
模
な
浄
水
場
だ
。

こ
の
台
南
上
下
水
道
工
事
に
は
、
後
に
烏
山
頭
ダ
ム
を
つ
く
っ
た
八
田
與
一
も
浜
野
の
部
下
と
し
て
関
わ
っ
て
い
る
。
八

田
は
、
衛
生
工
事
係
と
し
て
、
大
学
の
先
輩
で
あ
る
浜
野
技
師
の
元
で
工
事
に
従
事
す
る
中
、
曽
文
渓
の
地
形
や
水
利
工
事

を
学
ん
だ
こ
と
が
嘉か

な
ん南

平
原
の
水
利
事
業
に
役
立
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
明
治
一
一
年
に
完
成
し
た
台
南
水
道
は
、
当
時
、
飲

用
水
不
足
に
困
っ
て
い
た
台
南
市
民
七
万
人
余
り
を
上
回
る
一
〇
万
人
分
の
水
を
供
給
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
年
、
八
田
與

一
は
烏う

さ
ん
と
う

山
頭
出
張
所
所
長
と
な
っ
て
嘉
南
大た

い
し
ゅ
う圳
事
業
を
推
し
進
め
て
お
り
、
そ
の
難
関
で
あ
る
烏う

さ
ん
ず
い

山
隧
道ど

う

工
事
に
着
工
し

て
い
た
。
浜
野
は
、
台
南
水
道
建
設
を
最
後
の
仕
事
と
し
て
台
湾
総
督
府
を
辞
め
、
神
戸
市
の
都
市
計
画
に
携
わ
っ
た
後
、

昭
和
七
年
、
東
京
で
生
涯
を
終
え
た
。

現
在
、
台
南
の
山
上
水
源
地
で
あ
る
浄
水
場
に
、
浜
野
弥
四
郎
の
胸
像
が
建
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
、
実
業
家
の
許き

ょ

文ぶ
ん

龍り
ゅ
う

氏
の
寄
贈
に
よ
る
も
の
だ
が
、
そ
の
台
座
の
上
に
は
元
々
、

浜
野
を
心
か
ら
尊
敬
し
て
い
た
あ
る
人
物
の
働
き
か
け
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
た
銅
像
が
あ
っ
た
。
銅
像
建
立
を
提
案
し
て
資
金

を
募
っ
た
の
は
、
台
南
水
道
で
教
え
を
受
け
た
八
田
與
一
だ
っ

た
。
そ
の
銅
像
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
行
方
不
明
と
な
り

台
座
の
み
が
残
っ
て
い
た
。
そ
の
上
に
復
元
さ
れ
た
胸
像
が
、

芝
生
が
見
事
に
整
備
さ
れ
た
中
庭
に
あ
る
（
写
真ｰ

10
）。

写真－10　台湾の上下水道整備に貢献
した浜野弥四郎の胸像
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台
南
県
山
上
郷
の
台
南
水
道
は
、
取
水
、
導
水
、
浄
水
、
配
水
と
い
っ
た
施
設
が
残
る
貴
重
な
歴
史
資
産
と
し
て
国
定
古

蹟
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
二
〇
一
〇
年
、
日
本
の
土
木
学
会
は
、
海
外
で
二
番
目
と
な
る
選
奨
土
木
遺
産
に
認
定

し
た
。
そ
の
認
定
基
準
は
、
㈠
社
会
へ
の
ア
ピ
ー
ル
、
㈡
土
木
技
術
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
、
㈢
ま
ち
づ
く
り
へ
の
活
用
、
㈣
失

わ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
土
木
遺
産
の
救
済
と
し
て
い
る
。
海
外
初
の
認
定
は
、
そ
の
前
年
に
選
ば
れ
た
烏
山
頭
ダ
ム
で
あ
る
。

浜
野
弥
四
郎
と
八
田
與
一
と
い
う
先
輩
、
後
輩
の
業
績
が
、
時
代
と
時
空
を
超
え
て
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

急
速
濾ろ

か過
法
と
い
う
当
時
最
新
の
技

術
を
採
用
し
た
台
南
水
道
は
、
施
設
の

機
能
だ
け
で
な
く
建
築
物
と
し
て
も
楽

し
め
る
（
写
真ｰ

11
、
写
真ｰ

12
）。
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
煉
瓦
造
り
で
構
成
さ

れ
た
堅
固
な
が
ら
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
な
建

築
群
だ
。
建
物
に
よ
っ
て
そ
の
タ
イ
プ

に
工
夫
が
見
ら
れ
る
。
濾
過
室
の
入
り

組
ん
だ
屋
根
構
造
も
他
に
例
を
見
な
い
。

英
国
製
濾
過
ポ
ン
プ
、
電
動
機
と
い
っ

た
機
具
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。
台
南
市

写真－11　古蹟の指定を受けた台南水道

写真－12　台南水道濾過室
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上下水道を整える
師・バルトンの遺志を継いだ浜野弥四郎の水道建設 

と
台
南
県
が
合
併
し
て
直
轄
市
に
な
っ
た
台
南
市
に
と
っ
て
、
台
南
水
道
と
烏う

さ
ん
と
う

山
頭
水す

い
こ庫
と
い
う
新
た
な
歴
史
的
景
観
ス

ポ
ッ
ト
が
台
湾
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
バ
ル
ト
ン
が
帝
国
大
学
を
去
っ
て
後
、
そ
の
後
任
と
し
て
教
授
と
な
っ
た
中
島
鋭
治
は
、
東
京
市
技
師
長
と
し
て

も
活
躍
、
日
本
の
水
道
・
下
水
道
を
近
代
化
さ
せ
た
第
一
人
者
で
あ
る
。
日
本
で
初
め
て
近
代
水
道
創
設
に
尽
力
し
た
の
は

英
国
人
技
師
パ
ー
マ
ー
だ
が
、
中
島
は
、
東
京
の
近
代
水
道
の
父
と
呼
ば
れ
る
。

さ
て
、
衛
生
工
学
の
専
門
家
バ
ル
ト
ン
は
、
高
層
建
築
の
設
計
に
も
手
腕
を
発
揮
し
て
い
る
。
パ
リ
に
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
が

建
っ
た
翌
年
の
明
治
二
三
年
、日
本
で
初
め
て
の
高
層
ビ
ル
が
忽
然
と
浅
草
に
出
現
し
た
。赤
煉
瓦
造
り
の「
凌
雲
閣
」。通
称
・

浅
草
十
二
階
だ（
写
真ｰ

13
）。
当
時
の『
時
事
日
報
』も
新
名
所
を
紹
介
。「
電
気
仕
掛
け
を
も
っ
て
エ
レ
ベ
ー
ト
ル
を
備
え
・・

建
築
の
設
計
は
傭
教
師
英
人
バ
ル
ト
ン
氏
」
と
あ
る
。

こ
の
時
、
日
本
初
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
設
け
ら
れ
た
。

バ
ル
ト
ン
は
水
道
の
み
な
ら
ず
港
湾
建
設
に
も
深

く
通
じ
、
写
真
も
玄
人
は
だ
し
、
濃
尾
大
震
災
の
現

地
に
飛
ん
で
記
録
写
真
集
を
出
版
し
、
日
本
写
真
会

の
立
ち
上
げ
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。

バ
ル
ト
ン
が
大
学
時
代
に
教
え
た
生
徒
の
中
に
は
、

土
木
工
学
科
で
は
浜
野
弥
四
郎
の
ほ
か
、
台
湾
総
督

写真－13　大正12年の関東大震災でぽっきり
折れた12階建ての凌雲閣（土木学会所蔵「旧東
京名所と関東の大震災」震災写真普及会1911）




